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ご あ い さ つ 

栃木県南部に所在する、下野、栃木、小山、上三川、壬生の 3 市 2 町

には、当地域を代表する古墳時代後期の大型古墳をはじめ、多数の古墳

が築造されています。これらは「しもつけ古墳群」と総称され、当時の

社会構造を解明するうえで大変重要な遺跡です。 

 当市の甲塚古墳や丸塚古墳のほか、各市町の調査の進展により、古墳群の

実態と重要性が徐々に明らかになってまいりました。 

今回のシンポジウムは、このような重要な文化遺産の存在を多くの皆

様にお知らせすることを目的としております。「しもつけ古墳群」につ

いての理解を深め、その保存活用に向けて地域の「未来をひらく」取り

組みについて考える機会となれば幸いです。

シンポジウムの開催にあたり、多大なるご支援とご協力を頂きました

関係機関ならびに関係各位に心より感謝申し上げ、ごあいさつといたし

ます。 

平成 30 年 12 月 

下野市長 広瀬 寿雄 



 

 シンポジウム「未来をひらけ！しもつけ古墳群」  

 

 

開催目的 

当市をはじめ、近隣市町を含めた地域に所在する「しもつけ古墳群」を活用した広域連

携による地域づくりを進めるため、シンポジウムを開催いたします。これらは下毛野地域

を代表する古墳群で、共通の特徴を有するなど独自の文化圏を形成しており、古墳時代の

社会構造を解明する上で非常に重要な遺跡です。こうした遺跡の国指定化を通じて、県南

市町の連携強化を図り、歴史をテーマとした地域づくりを考えてまいります。 

 

会場 下野市役所会議室 

 

日程 平成 30 年 12 月 9 日（日） 13 時～16 時（受付 12 時 30 分～） 

 

プログラム 

13：00～  開会・主催者挨拶 

13：10～  基 調 講 演 「しもつけ古墳群とその時代」 

国立歴史民俗博物館名誉教授  広瀬 和雄 氏 

（しもつけ古墳群保存活用指導委員会 委員長） 

14：10～  休   憩 

14：20～  講 演 「しもつけ古墳群から読み解く地域首長連合」 

日本考古学協会員  小森 哲也 氏 

（しもつけ古墳群保存活用指導委員） 

15：00～  休   憩 

15：10～  パネルディスカッション 

       パネリスト 広瀬 和雄 氏 

小森 哲也 氏 

             栃木県教育委員会文化財課 齋藤 恒夫 氏 

 

             しもつけ古墳群保存活用検討会議関係市町 

              栃木市教育委員会文化課    高見 哲士 氏 

              小山市教育委員会生涯学習課  鈴木 一男 氏 

              壬生町教育委員会生涯学習課  君島 利行 氏 

              上三川町教育委員会生涯学習課 大島 孝博 氏 

              下野市教育委員会文化財課   山口 耕一 

 

16：00   閉 会 

 

 



しもつけ古墳群の概要 

〇しもつけ古墳群とは 

しもつけ古墳群とは、栃木県南部（下野市・栃木市・小山市・上三川町・壬生町）

に所在する、この地域に共通した特徴をもつ古墳時代後期（６～７世紀）の大型古

墳（首長墓）を一体的に捉えたものです。 

○しもつけ古墳群の特徴

①古墳の墳丘に幅広い第一段平坦面（基壇）をもつ。

②古墳は凝灰岩切石を組み合わせた横穴式石室をもつ。

③複数の首長墓系譜が、約 14km四方の限られた空間に１つの大きな墓域を形成し、

６～７世紀にかけて集中的に前方後円墳や円墳を造る。

※前方後円墳においては、前方部前端に埋葬施設をもつ。



基壇 切石石室 前方部石室 規模 段  築 基壇 葺石

1 摩利支天塚古墳 小山市飯塚 国 昭和53年7月21日 前方後円墳 不明 不明 120.5ｍ
後円部３段

前方部２段？
×

2 琵琶塚古墳 小山市飯塚 国 大正15年2月24日 前方後円墳 不明 不明 124.8ｍ
後円部３段

前方部２段
×

3 吾妻古墳
壬生町藤井

栃木市大光寺
国 昭和45年7月22日 前方後円墳 ○ ○ ○ 127.85ｍ ２段 ○ ×

4 甲塚古墳 下野市国分寺 前方後円墳 ○ ○ ○ 80ｍ ２段 ○ ×

5 国分寺愛宕塚古墳 下野市国分寺 県 昭和53年9月8日 前方後円墳 ○ △ ○ 78.5ｍ ２段 ○ ×

6 山王塚古墳 下野市国分寺 前方後円墳 ○ △ ○ 90ｍ ２段 ○ ×

7 丸塚古墳 下野市国分寺 県 昭和53年6月2日 円墳 ○ ○ － 74ｍ ２段 ○ ×

8 壬生愛宕塚古墳 壬生町大字壬生甲 国 大正15年2月24日 前方後円墳 ○ 不明 不明 77ｍ ２段 ○ ×

9 牛塚古墳 壬生町大字壬生甲 国 大正15年2月24日 前方後円墳 ○ 不明 不明 60ｍ ２段 ○ ×

10 車塚古墳 壬生町大字壬生甲 国 大正15年2月24日 円墳 ○ ○ － 86ｍ ３段 ○ ○

11 富士山古墳 壬生町大字羽生田 県 昭和32年6月30日 円墳 ○ 不明 － 86ｍ ２段 ○ ×

12 茶臼山古墳 壬生町大字羽生田 国 昭和33年6月28日 前方後円墳 ○ 不明 不明 91ｍ ２段 ○ ○

13 長塚古墳 壬生町大字羽生田 県 昭和32年6月30日 前方後円墳 ○ 不明 不明 82ｍ ２段 ○ ○

14 桃花原古墳 壬生町大字羽生田 円墳 ○ ○ － 63ｍ ３段 ○ ○

15 横塚古墳 下野市下古山 前方後円墳 ○ △ ○ 70ｍ ２段 ○ ×

16 御鷲山古墳 下野市薬師寺 前方後円墳 ○ ○ ○ 85ｍ ２段 ○ ×

17 下石橋愛宕塚古墳 下野市下石橋 円墳 ○ ○ － 82ｍ ２段？ ○ ？

18 多功大塚山古墳 上三川町多功 町 平成10年7月27日 方墳 × △截石切組 － 53.8ｍ ２段？ × ×

19 上三川兜塚古墳 上三川町上三川 町 昭43年4月1日 円墳 ○？ ○ － 45ｍ ２段？ ○？ ？

20 上三川愛宕塚古墳 上三川町上三川 町 昭51年4月2日 円墳 ○？ ○ － 40ｍ ２段？ ○？ ？

21 星宮神社古墳 下野市谷地賀 円墳 ○ 不明 － 43.8ｍ ２段 ○ ×

22 三王山38号墳 下野市三王山 前方後円墳 ○ 不明 不明 51ｍ ２段 ○ ×

23 三王山古墳 下野市三王山 前方後円墳 ○ 不明 不明 85ｍ ２段 ○ ×

24 岩家古墳 栃木市大塚町 市 昭和43年2月16日 円墳 ○ ○ － 61ｍ ２段 ○ ×

25 天王塚古墳 栃木市大塚町 円墳 ○ 不明 － 42ｍ ２段 ○ ×

しもつけ古墳群主要古墳一覧表

番号 地  域 古  墳  名 所  在  地 指  定 墳  形

下野型古墳 墳  丘

飯塚・国分寺

壬生

羽生田

石橋・薬師寺

上三川･三王山

△：玄門・奥壁：凝灰岩切石  側壁：河原石小口積

○：玄室の側壁・奥壁・天井石に大型の切石を使用し、１枚石を指向。玄門：切石刳り貫きor切石組立

国府



複室・単室 版築

○ ○ ○ ○保存目的 5世紀末～6世紀初 8

○ ○ ○ ○保存目的 ６世紀前半 9

複室 ○ ○ ○ ○保存目的 ○ ６世紀後半 10a

単室 ○低 △
墳丘第２段改変

西側一部道路開発
○ ○保存目的 ○ ６世紀後半 10a

複室 × ○ ○ ○保存目的 ○ 6世紀末～7世紀初 10b

× △ 墳丘の一部と周溝残存 ○ ○保存目的 ○ 6世紀末～7世紀初 10b

単室 × ○ ○ ○保存目的 ○ ７世紀前半 11

○ ○ ○ 6世紀後半 10a

× ○ ○ ○保存目的 6世紀末～7世紀初 10b

複室 ○ ？ ○ ○ ○保存目的 ○ 7世紀前半 11

○低 ○ ○ ○保存目的 6世紀後半 10a

○低 ○ ○ 6世紀後半 10a

× ○ ○ ○保存目的 6世紀末～7世紀初 10b

複室 × ○ ○ ○保存目的 ○ 7世紀前半 11

複室 ○低 × ○ ○記録保存 ○ 6世紀後半 10a

複室 ○ △ 墳丘裾まで宅地等開発 ○ ○ 6世紀後半 10b

複室 × × ○ ○記録保存 ○ 7世紀初 10b

複室 ○ × △ 墳丘削平 周溝等残存 ○ ○保存目的 ○ 7世紀中頃～後半 12

○ △
墳丘削平・石室残存周溝は残存

か
墳丘削平 墳丘削平 ○ ６世紀後半 10a

？ △
墳丘削平・石室残存周溝は残存

か
墳丘削平 墳丘削平 ○ 7世紀前半 11

○ ○ ○ ６世紀後半 10a

× ○ ○ ○保存目的 6世紀末 10b

× ○ ○ ○保存目的 6世紀末 10b

× △ 周溝・墳丘の一部に道路開発 ○ △一部記録保存 ○ 7世紀中頃～後半 12

単室 ○ × × ○ ○記録保存 ○ 7世紀中頃～後半 12

  

凝灰岩切石床石あり

奥壁：凝灰岩切石？  玄門：不明

側壁：河原石小口積  床石あり

凝灰岩切石

凝灰岩切石

不  明

不  明

不  明

玄門・奥壁：凝灰岩切石

側壁：河原石小口積

凝灰岩切石

凝灰岩切石床石あり

凝灰岩截石切組

不  明

不  明

凝灰岩切石

不  明

不  明

不  明

凝灰岩切石

時    期

玄室石材

不  明

不  明

玄門：凝灰岩切石

側壁・奥壁・天井石  緑色岩切石

凝灰岩切石

玄門：凝灰岩切石

側壁：河原石小口積

玄門・奥壁：凝灰岩切石

側壁：河原石小口積

凝灰岩切石

栃木県教育委員会作成

横穴式石室

埴輪 保存状態
測量調査の

有無
外形調査の有無

埋葬施設調査

の有無
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広瀬　和雄（国立歴史民俗博物館名誉教授）

しもつけ古墳群とその時代 
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しもつけ古墳群から読み解く地域首長連合 
 
                                小森 哲也（日本考古学協会員） 
はじめに 
しもつけ古墳群はなぜキチョウなのだろうか？わたしたちが住む栃木県域には、壊されたものも含め

て古墳が約 6000 基ある。そのうち前方後円墳は 281 基、前方後方墳は 24 基ある。ここ下野市やその周

辺市町に住むみなさんにとっては、古墳はそれほど珍しいものではないかもしれない。ありふれた身近

にあるものとも言える。一方、土地を活用する側面からは、古墳や遺跡のために家が建てられなかった

り、せっかく契約したのにソーラーパネルの設置が遅れたり、現代人にとってはジャマモノに見える時

があるかもしれない。もしかすると行政側が勝手に遺跡を守る目的で「貴重だ」と言ってるだけじゃな

いのか？ 開発の当事者や遺跡に対する関心が薄い方々からすれば、そんな疑問をもつ人が当然存在す

るだろう。「貴重だ」の中身が知りたいのだ！と。ただ保存するだけじゃなく、活用してくれ！と。 
今日の私の話は、まず、機織形埴輪の出土によって全国的に有名になった甲塚古墳の墳丘や石室の特

徴を明らかにする。次に、周辺の大型古墳を含む古墳群と比較しながら、首長（豪族）たちの動きを探

り、古墳時代後期の社会について読み解く。これは、とりもなおさず、われわれの共有財産そして資源

としてのしもつけ古墳群の歴史的価値について考えることになる。 
 
１ 下野型古墳の特徴を甲塚古墳から考える 
(1) 甲塚古墳の墳丘は二段築成 

二段重ねのお供えもちを思い浮かべてみよう。①第一段の高さが低い、②第一段の直径が 80m（平坦

面は 61m）あるのに対し、第二段の直径は 34m と小さい。①と②の特徴から、墳丘第二段のまわりに

幅 13.5m の低くて広い平坦面ができる。これを基壇（きだん）とよぶ。盛土量が少ないことに注目して

「手抜き」あるいは「省力化」と考える研究者がいる。しかし、甲塚古墳の調査からこの基壇面は埴輪

や須恵器による墓まつりが行われていたゾーンであることが明らかになった。非常に重要な調査成果だ。 
(2) 石室は、後円部ではなく前方部にある 

通常はくびれや後円部に造られる。しかし、しもつけ古墳群は独特で、東西主軸の前方後円墳の場合

は、前方部南側のくびれ部寄り、甲塚古墳のように南北主軸の場合は、前方部の前端に石室が造られる。 
(3) 大型の凝灰岩切石で造った石室（石棺式石室） 

墓室（玄室）は長さ３m、幅２m、高さ 1.9m で大きな凝灰岩切石を箱形に組み立てて造られていた。

玄室入口は大きな板石を刳り貫いている。底石はない。このような横穴式石室を特に石棺式石室とよぶ。

栃木県南部の他、遠く離れた島根県東部、鳥取県西部、熊本県にみられる特徴である。 
石棺式石室の変遷は、①側壁が内側に傾く→直立する、②石室の入口部（玄門）の形が長方形→正方

形へ、③墓室（玄室）の平面形が長方形→正方形へ、形態が変化する。したがって甲塚古墳の石棺式石

室は側壁が内側に傾き、墓室の平面形が長方形なので６世紀後半に位置づけられる。 
 

２ 下野南部におけるしもつけ古墳群から考える 
Q１ しもつけ型古墳とは？ 

栃木県の南部、思川および姿川流域(行政区画では、壬生町、下野市、上三川町、小山市、栃木市の一

部にあたる)には、大型の前方後円墳および円墳が集中して築造された。50ｍを超える前方後円墳が 15

基、円墳が 7基、方墳が１基と下野の最高ランクの首長層の墓域となる。これらの首長墓は、６世紀後

半以降、①墳丘の第一段目に低平で幅の広い、いわゆる基壇をもつ、②前方部に石室をもつ、③大型の

凝灰岩切石を用いた横穴式石室（下野型石棺式石室）をもつ、以上の３要素を共有している。この３つ



 

の特徴を備えた古墳を下野型古墳と呼称することが提唱されている（秋元・大橋 1988）。ただし、“地方

の時代”を強調しすぎてはならない。独自性とともにもう一方では、前方後円墳という共通の形の墓を

採用し、列島内のさまざまな地域の首長と同一歩調をとって畿内王権と結びついていたからである。 

しもつけ古墳群は、南 14kｍ、東西 13kｍの範囲に分布する古墳群の総称である(秋元 2007・君島

2011・広瀬 2011)。互いに視認できることを群の構成要素とする立場からは、広すぎるとの批判がある。

確かに、埼玉古墳群(0.6×1km、若小玉古墳群を含むと 3×5km)、総社古墳群(3×2.5km)、内裏塚古墳群

(2.2×1.8km)、玉里古墳群(2.5×2.3km、高浜入古墳群としては 7×6km)など東国の主要古墳群と比較す

るとかなり広い群設定だ。しかし、私は古墳群を規定する｢群としての一体性｣を保証する空間的特性(古

墳相互の可視性)と歴史的評価という二項の不可欠要素(林正憲 2011)のうちの後者に注目する。後述す

るしもつけ古墳群の卓越性、階層性、継続性、集約性、独自性、の５点から導かれる政治的一体観を重

視したいのである。しもつけ古墳群は歴史的背景を重視した群設定である、と捉えることができる。 

古墳群は、丘陵の縁辺部を中心に形成され、地形が南流する河川によって区分されていることから、

古墳の分布をもとにして６地域に分けられる。思川右岸にあたる国府地域、黒川上流左岸の羽生田地域、

その下流左岸の壬生地域、黒川と思川の合流地点からその下流の飯塚・国分地域、姿川と田川に挟まれ

た石橋・薬師寺地域、田川左岸の上三川・三王山地域の６地域である。大規模古墳とともに小規模古墳

も多数営まれている特徴を分布図から読み取ることができる。最高首長墓だけでなく、複雑な階層差を

反映した中小の古墳が一体となって墓域を形成した約 100年の累積の結果がしもつけ古墳群だったので

ある。 

 

Q２ ６つの古墳のまとまりは何を表しているの？ 

 ３要素を共有するしもつけ古墳群は、６つの地域のうち、どこか一つだけが飛び抜けて大きい、とい

うことはなく、同じくらいの勢力をもつ豪族が集まって古墳群を形成したと考えてよい。たとえば、6世

紀後半から末前後に築造された羽生田地区の長塚古墳（82ｍ）、壬生地区の壬生愛宕塚古墳（82ｍ）、飯

塚・国分地区の国分寺愛宕塚古墳（78ｍ）・国分寺山王塚古墳（90ｍ）、石橋・薬師寺地区の御鷲山古墳

（85ｍ）、三王山・上三川地区の山王山古墳（85ｍ）の規模は、ほぼ 80ｍ台である（１）。これらの古墳た

ちを私は、しもつけ 80m’sと呼称している。ほぼ同時期・同規模の前方後円墳が複数築造されている実

態から判断すれば、それぞれの地区が連携して継続的に造墓していたことがしもつけ古墳群の特徴の一

つと考えてよいだろう。したがって、墓の形、墓室の特徴、墓まつりを共有する６つの首長系譜（代々

の豪族のつながり）がたどれる集団が存在したことを示す。つまり、しもつけ古墳群は、６集団による

首長連合体制の存在を示す共同墓地なのである。 

 

３ しもつけ古墳群を理解するための５つのカギ  

（1）卓越性 栃木県域における６・７世紀において、それぞれの時期において最も大きい古墳が造ら

れたのは、しもつけ古墳群である。 

（2）階層性 石棺式石室は、大規模古墳に限定され、中・小規模古墳は、河原石を用いた横穴式石室

を採用する。前方後円墳の規模は４ランク、円墳は３ランクに分けることができる。この時代には、複

雑な階層差があったことを、古墳の形、大きさ、埋葬施設の三つの要素から読み取ることができる。 

（3）継続性 ６世紀後半～７世紀にかけて 100 年以上も大規模古墳が代々継続して営まれている。 

（4）集約性 しもつけ古墳群は、６集団による首長連合体制の存在を示している。広瀬論による「複

数系譜型古墳群」となる。私は大規模古墳だけでなく、その周囲に中小古墳が集中して営まれているこ

とに注目している。一方では、同時期の大規模集落がしもつけ古墳群内にみられない。居住は制限され、

墓域の聖域化が図られたのである。なぜ集約したのか？３つの可能性を示しておきたい。①首長系譜の



 

固定化とメンバーシップの表明・公示、②首長間のパワーバランスを保つ、③外圧に備えた地域の結集、

①と②については、現状を維持し、持続可能な社会を目指す首長連合体本来の姿が見える。さらに③は

古墳群の威容によって確固たる団結を往来者にみせつけるという観点(広瀬 2012 など)からは、交通路

とも密接に関連するだろう。しもつけ古墳は、５世紀には成立していた原東山道ルートに近接している。 

（5）独自性 下野型の３要素を共有する。そのひとつである基壇は６世紀後半以降に大型古墳から小

円墳まで採用された墳丘の造り方である。背景に個性的な墓の形に対する共通の意識がある。基壇上で

行われた墓まつりと関連する。基壇は６世紀末～７世紀初めの前方後円墳終焉以降も大型円墳・方墳に

引き継がれる特徴である。同様に引き継がれる下野型石棺式石室とともに、この２つの要素には、近畿

地方の王権との関係性を示す前方後円墳の築造とは別次元の地方の独自性としての意義が予想される。 

有力首長層は、連帯感を強め、安定した持続可能な社会をつくる目的で、同じ墓まつりの場（基壇）

と墓室（石棺式石室）をもつ古墳をしもつけ古墳群という墓域に集約した。メンバーシップを表明して

墓まつりを実修することは、配下の者も含めた人と人のつながり、地域の連帯感、そして地域と地域の

連携をより強固にするための重要な政（まつりごと）であったのである。 

 

おわりに 
わが国の古墳時代後・終末期（６～７世紀）における社会を考える時、東国の一地方にすぎないこの

地に残されたしもつけ古墳群がもつ情報量は列島随一だと考えている。なぜなら現地に足を運べば、古

墳の高まりと大きさ、石室の威容、周湟の深さをわれわれの目で実際に確認できるからである。実体験

的に1400年を飛び越えることができるのである。われわれの祖先が古墳群を守り伝えてきたおかげだ。 

当日は、しもつけ古墳群を擁する５市町の担当者からそれぞれの古墳愛が熱く語られるだろう。今、

われわれが試されているのは、先人たちが 1400 年前の過去から連綿と受け継いできたこのしもつけ古

墳群の重要さを認識し、しっかりと未来へバトンを渡せるかどうかだ。地元住民、市民、県民、そして

国民としてひとりひとりが当事者意識をもち、合意を形成して行動に移せるかどうかだ！かつてしもつ

け古墳群に結集した有力首長たちやその配下の人々、そしてこの古墳たちを大切に受け継いできた先人

たちは、どんな想いでわれわれの生き方をみているのだろうか。「あいつら、いつまでたってもなかなか

纏まんねえなあ・・・。」とか。いや、いや、大丈夫。知ることは愛することだ。 

〔注〕 

(1)しもつけ古墳群前段階の摩利支天塚（方円・120m）・琵琶塚古墳（方円・123m）やしもつけ古墳群最大の吾妻古墳（方円・

128m）は 80m’s の 1.5倍にあたる 120m台。６世紀後半の大王墓である奈良県五条野丸山古墳（310m）は４倍の規模、終末期

古墳である栃木の壬生車塚古墳（円・84m）、下石橋愛宕塚古墳（円・82m）、埼玉の八幡山古墳古墳（円・80m）、千葉の岩屋古墳

（方・80m）の｢終末期関東 80m’s｣も偶然ではあるまい。また、霞ヶ浦高浜入りでも 5世紀後半の権現山(方円、89.5m)、富士

見塚(方円、80m)、三昧塚(方円、82m)、6世紀前半の山田峰（方円、83.6m）、滝台（方円、80.5m）、大井戸(方円、86m)と時間

差をもって｢高浜入り 80m’s｣が形成されているのは興味深い。 
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甲塚古墳は二段築成だ
石室は前方部にある

基壇（きだん）

土器群（墓まつり）



 

栃木県南部における主要古墳の分布 



 

 



 

 



 

 



壬 生 町 茶臼山古墳・富士山古墳・長塚古墳・桃花原古墳

壬 生 町 吾妻古墳・愛宕塚古墳・牛塚古墳・車塚古墳

現在の壬生町には多くの古墳がありますが、その多くは町の中央部を流れる黒川流域と

町の東端部を流れる姿川流域に築かれ、ほとんどの古墳が６世紀の後半から７世紀前半に

造られた古墳です。

 とくに、今回のシンポジウムのテーマでもある「しもつけ型」と称される古墳は黒川流域

に認められ、上流部の羽生田地区と約３㎞下流の壬生地区に歴代の権力者の墓が代々築か

れます。それでは二つの地区に築かれた権力者の墓を見ていきます。

〔羽生田地区〕

黒川東岸の丘陵や台地上に築かれます。６世紀の後半代に入り標高 100ｍを超える丘陵

上に、大型埴輪群をもつ茶臼山古墳、富士山古墳が築かれます。つづいて７世紀の初めごろ

に長塚古墳が、そして７世紀の前半に羽生田地区最後の権力者の墓である桃花原古墳が築

かれます。富士山古墳の他は、すべて墳丘の表面を「葺石」が確認されています。

○茶臼山古墳（国指定史跡）

墳丘の長さが 91ｍを測る前方後円墳で、南に広がる水田面を見下ろすように築かれてい

ます。墳丘は幅広い墳丘第一段平坦面をもち、その周囲には深い周溝と周堤が完全な形で

残っています。周堤を含めた古墳の総全長は 140ｍに達します。明治年間に行われた発掘

調査から、墳丘と周堤上に高さ約 130 ㎝ほどの円筒埴輪が三重に巡ることが確認されてい

ます。また墳丘上からは、高さ約２ｍほどの家形埴輪の一部が出土しています。石室につい

ては、未調査のため不明です。

○富士山古墳（県指定史跡）

茶臼山古墳の東側の丘陵上にある円墳です。墳丘は二段に造られ、第一段平坦面が幅広

くとられています。墳丘の直径は 86ｍ、高さは約 12ｍあります。平成５年度に行われた発

掘調査により、墳頂部から二棟の家形埴輪と翳形埴輪が立てられていたことを確認しまし

た。また墳丘第一段平坦面上からは円筒埴輪列とともに、馬や人物の埴輪を含む形象埴輪

列も確認しています。

○長塚古墳（県指定史跡）

 黒川東岸の台地上にある前方後円墳です。二段に造られた墳丘は、他の古墳同様に広い

平坦面をもち、その上にも「葺石」が葺かれていることを発掘調査から確認しています。墳

丘の全長が 82ｍ、高さは約７ｍあります。発掘調査から現在畑として利用されている部分

には、幅６ｍ・深さ 1.5ｍほどの周溝が埋もれていることも確認しています。長塚古墳が造

られた時代には、埴輪を並べる習慣は無くなりました。



○桃花原古墳

長塚古墳と同様に、黒川の東岸に築かれた古墳時代最後の円墳です。

 墳丘は三段に造られ、墳丘第一段平坦面は幅広くとられています。墳丘の表面は「葺石」

で覆われ、直径 63ｍ・高さ５ｍを測ります。 
平成 13 から 17 年度に発掘調査が行わ

れ、石室の前面から川原石で造られた「前

庭」と称される祭祀の場が県内では初めて

完全な形で出土しました。その際、「前庭」

からは石室内から持ち出されたと考えられ

る金銅張りの馬具や直刀、そして多量の鉄

鏃の塊が出土しています。とくに「サルポ」

と言われる渡来系の遺物が出土している点

が特筆されます。

〔壬生地区〕

 黒川の東岸の台地上に、６世紀の後半に入り県内最大の前方後円墳の吾妻古墳が築かれ、

続いて愛宕塚古墳、７世紀の初頭に牛塚古墳、そして古墳時代終末期における国内でも最

大級の規模を誇る車塚古墳が築かれ、壬生地区の権力者たちのお墓は姿を消しました。

○吾妻古墳（国指定史跡）

黒川と姿川が合流する東岸の台地上に築かれた全長 128ｍを測る県内最大の古墳です。

二段に造られた墳丘の第一段平坦面は、どの古墳よりも幅広く造られ「しもつけ型」古墳の

特徴を良くあらわしています。石室は前方部の先端部に巨大な自然石と凝灰岩を用い造ら

れています。近年行われた発掘調査により石室内からは、甲の一部や銀装の刀子、馬具、ガ

ラス玉などが出土しています。なお石室は江戸時代に盗掘を受け、大きな破壊を受けまし

たが、石室の一部の部材（天井石と玄門 県指定文化財）が壬生城址公園内に移設されてい

ます。

○愛宕塚古墳（国指定史跡）

 車塚古墳と牛塚古墳の南に位置する前方

後円墳です。平成 29 年度から発掘調査が行

われ、二段に造られた墳丘の第二段目の斜

面に「葺石」の施設があることが始めて確

認されました。また、墳丘には小型の円筒

埴輪が、周堤には大型の円筒埴輪が並べら

れており、場所により規格の異なる埴輪を

配置している古墳であることも確認されま

した。

墳丘の全長は 84ｍあり、周堤の外側にお

いて確認された二重目の周溝を含めると、

総全長 120ｍの古墳になります。 
愛宕塚古墳埴輪列出土状況 

桃花原古墳前庭部 



○牛塚古墳（国指定史跡）

 車塚古墳のすぐ西側にある前方後円墳です。前方部が短く、上から見た姿が帆立貝に似

ていることから帆立貝型の前方後円墳とも言われています。近年実施された発掘調査の結

果、周溝は浅く掘り下げた後で、中央部をさらに掘り下げる二段に堀を掘っていることが

判明しました。二段に造られた墳丘の全長は約 50ｍ、後円部の高さは約６ｍあります。牛

塚古墳からは赤焼けの須恵器の甕の破片が出土しており、埴輪に似せるために赤く焼き上

げたのでは、との説もあります。

○車塚古墳（国指定史跡）

 古墳時代終末期における国内最大級の円墳です。墳丘は三段に造られ、墳丘第一段平坦

面は幅広く造られています。平成 26 年度から 28 年度にかけて発掘調査が行われました。

調査の結果、墳丘の直径は 84ｍを測り、周溝の底面から墳頂部までの高さは 
11ｍあることがわかりました。また周堤の外側には幅６ｍの二重目の周溝がめぐることも

新たに判明し、二重目の周溝を含めた古墳の総全長は 120ｍに達します。 
 墳丘の表面は人の頭大の川原石で覆われ、墳頂部と各平坦部及び周堤上には、埴輪のよ

うに須恵器の甕が並べられていた。

 石室内の調査からは、玄室の奥壁沿いから金銅張りの耳環やガラスの小玉、水晶製の切

子玉が出土しましたが、その他の遺物から江戸時代以前に盗掘を受けたことがわかりまし

た。

 石室の前面からは、祭祀の場と考えられる「前庭」の一部が確認され、その付近からは故

意に破壊された痕跡を残す甕や提瓶の破片が多量に出土しました。これまでに車塚古墳か

らは形のわかる土器の出土確認されていないため、今回の発見は古代下毛野国の

古墳時代終末期の時期を絞り込む重要な須恵器となると考えます。 

車塚古墳 西上空より撮影 車塚古墳現地説明会 



下 野 市 甲塚古墳・国分寺愛宕塚古墳 

甲塚古墳

全長 80m の帆立貝形前方後円墳。発掘調査

により、墳丘第一段目に円筒埴輪列が確認

され、前方部西側に機織形埴輪をはじめと

した形象埴輪が 24 基出土した。また、形象

埴輪の近くから大量の須恵器・土師器が見

つかっている。これらは甲塚古墳出土遺物

として平成 29 年に国の重要文化財に指定。 

国分寺地域の古墳 

全長 78.5ｍの前方後円墳。現在は墳丘南側

のくびれ部に愛宕神社の社殿が建てられて

いるが、古墳の原形をよくとどめている。社

殿の改修時に須恵器の台付壺やはそうが出

土。前方部が大きく発達した形状であるこ

と、須恵器の年代観などから、甲塚古墳に次

いで６世紀末頃築造されたと考えられる。 

国分寺愛宕塚古墳 

機織形埴輪復元 CG 

甲塚古墳

国分寺愛宕塚古墳 

国分寺愛宕塚古墳復元 CG 



下 野 市 山王塚古墳・丸塚古墳 

丸塚古墳石室 

山王塚古墳 

全長 74ｍの大型円墳。凝灰岩で造られた石室

が開口しており、現在は石室内部を見ること

ができる。凝灰岩の一枚切石で造られた石室

は、精巧な「切り組み」の技法が使われてい

る。平成 18 年の調査ではガラス小玉が 70 点

出土。埴輪が出土していないことから、７世

紀以降の築造と考えられる。 

墳丘が２段に築かれた大型の前方後円墳。前

方部が削平されているが、昭和 62 年～平成

元年の調査により、規模は 90ｍと推定。巨大

な横穴式石室を持ち、玄門は１枚の凝灰岩を

くりぬいた「刳り抜き玄門」。石室からは鉄地

銀張製帯先金具が出土し、国分寺愛宕塚古墳

と前後して築造されたと考えられる。 

国分寺地域の古墳 

丸塚古墳 

山王塚古墳 

丸塚古墳 

山王塚古墳復元 CG 



下 野 市 星の宮神社古墳・三王山古墳・三王山 38 号墳

三王山古墳 

三王山地域の古墳 

全長 43ｍの円墳。星の宮神社古墳を中心と

し、ほか７基で古墳群を形成している。墳丘

の南側には星宮神社が建てられている。発

掘調査は実施されていないが、墳丘の各所

で埴輪が採集されており、円筒埴輪のほか、

人物・馬などが確認されている。６世紀後半

頃の築造と考えられる。 

全長 85ｍの前方後円墳。良く形状をとどめ

ており、その規模は三王山古墳群の中で最

大。発掘調査は実施されておらず、埋葬施設

や副葬品等の詳細は不明。葺石や埴輪が見

つかっていないことや、前方部が大きく発

達した形状であることから７世紀の初め頃

の築造と考えられる。 

全長 51m の帆立貝形前方後円墳。三王山古

墳の北側に隣接して築造されている。前方

部の前端に盗掘された形跡があり、河原石

や小砂利が確認されている。発掘調査は実

施されていないため、埋葬施設や副葬品は

不明。そのほか葺石、埴輪、土器も確認され

ていない。 

三王山古墳 

三王山 38 号墳 

星の宮神社

古墳 

星の宮神社古墳(測量図) 

三王山 38 号墳 

(測量図) 



 

下 野 市 横塚古墳・御鷲山古墳・下石橋愛宕塚古墳 

 

 
  

  

全長 75ｍの前方後円墳。明治時代から昭和

にかけての調査から、直刀、刀子などの武具

類、耳環、玉類、馬具類、須恵器、土師器、

埴輪等が出土。平成 26 年度の調査では周溝

と横穴式石室を確認。抉り込み土坑からは

土師器の坏や耳環が出土。現在は石室の奥

壁に使われた凝灰岩が残されている。 

全長 85ｍの前方後円墳。宅地のため墳丘南

側は削られている。下野薬師寺のすぐ北側

に造られていることから、下毛野一族に関

係のある墓と考えられる。墳丘から埴輪

が、石室内から武器・武具や馬具類が出土

している。６世紀の後半に築造されたと考

えられる。 

全長 82ｍの帆立貝形前方後円墳。JR 東北

本線・東北新幹線の建設により、現在墳丘

は消滅している。石室内から多くの馬具類

が出土している。そのほか、須恵器甕の破

片が多く出土していることから、墳丘に甕

が並べられていたと考えられる。 

 

下石橋愛宕塚古墳(復元 CG) 御鷲山古墳 

石橋・薬師寺地域の古墳 

石室 

横塚古墳 

御鷲山古墳 

下石橋愛宕塚

古墳 

横塚古墳 



上 三 川 町 多功大塚山古墳・上三川兜塚古墳・上三川愛宕塚古墳 

上三川町は、東から鬼怒川・田川・姿川に挟まれた南北に細長い台地上に位置していま

す。その台地上に大小２００基を超える古墳が存在しています。町の面積に占める古墳数

は、県内でも有数です。今回紹介する古墳は、しもつけ古墳群に関連する古墳で、いずれも

上三川町指定文化財となっています。 

１ 上三川愛宕塚古墳（上三川小学校から南へ２００ｍ／愛宕山公園内） 

全長約４０～５０ｍの円墳です。現在は、墳丘は

残っておらず、横穴式石室のみが公園内に保存され

ています。築造は、６世紀末頃と考えられます。石

室は、凝灰岩の扁平な切石を組み合わせて築かれて

おり、入口は板石をくり抜いています。 

元々は現在の場所より約３０ｍ南にありました

が、忠魂碑を建てるにあたり現在の場所へ移設され

ました。 

２ 上三川かぶと塚古墳（上三川中学校から東へ３００ｍ／県道宇都宮結城線沿い） 

全長約４５ｍ、高さ４．５ｍの円墳です。２段に

塚を盛り上げて造られており、その姿が兜に似て

いたことからこの名が付けられました。墳丘は残

っておらず、現在は横穴式石室のみが保存されて

います。築造は、６世紀後半と考えられます。愛宕

塚古墳石室同様、凝灰岩の一枚岩を組み合わせて

造られています。 

明治１３年に発掘調査が実施され、土師器や埴

輪、勾玉などが出土したと記録されています。今年

の６月から７月にかけて実施した発掘調査の結

果、幅約１４ｍ、深さ１．７ｍもある周溝を確認し

ました。

３ 多功大塚山古墳（上三川高校から北へ６００ｍ／県道３５２号線から南へ１００ｍ） 

直径約５３ｍの方墳です。平成４年の発掘調査

により、古墳時代の終わりに築造された栃木県最

大規模の方墳であることが分かりました。周辺に

は下野薬師寺をはじめとする大規模な遺跡がある

ことから、これらを築いた有力者の一族の墓とす

る考えもあります。 

現在は畑になっており、若干ながら墳丘の高ま

りを確認できます。 



栃 木 市 岩家古墳・天王塚古墳 

岩家古墳石室

岩家古墳・天王塚古墳位置図

岩家古墳 

天王塚古墳全景

県教委・県文化振興事業団 1996『大塚古墳群』栃木県埋蔵文化財調査報告第 173 集、巻頭図版より転載。 

天王塚古墳墳丘断面



 

小 山 市 琵琶塚古墳・摩利支天塚古墳 

(1) 琵琶塚古墳 
• 史跡指定：T15 国史跡指定、S56 追加指定（指定面積 57,788.94 ㎡） 
• 調査実施状況：第 1・2 次調査（S53・54）、第 3 次調査（H2）、第 4 次調査（H25

〜29） 
• 調査成果：非対称となる周溝の平面形態や「しもつけ古墳群」の初源となりうるテ

ラスを確認。特に、4 次調査では新たに後円部第 2 段テラス・周堤上で埴輪列を確

認すると共に、周堤の造成方法を含めた旧地形（旧表土）と古墳の関係・築造方法

を確認。 
 
(2) 摩利支天塚古墳 

• 史跡指定：S53 国史跡指定、H14 追加指定（指定面積 42,701.88 ㎡） 
• 調査実施状況：第 1〜3 次調査（S55・56・57）、第 4・5 次調査（H8・9） 
• 調査成果：二重周溝をはじめとする古墳の規模を確認。墳丘上には少なくとも 2 段

に埴輪が巡り、埴輪群像は前方部テラスに想定される。墳形、埴輪から 5 世紀末〜

6 世紀初頭の築造と考えられる。 
 

(3) 史跡整備の進捗 
• 公有化事業：両古墳共に S56 より開始。公有化率は琵琶塚 55%、摩利支天塚 54%。 
• 計画・設計策定：S59 環境整備計画、H24 整備基本構想、H25 整備基本計画策定。 
• ガイダンス施設：H28 工事着工、H30.4「国史跡 摩利支天塚・琵琶塚古墳資料館」

開館。 
(左) 測量図（北：琵琶塚、南：摩利支天塚） 

 (下) 琵琶塚・摩利支天塚比較表 

 琵琶塚 摩利支天塚 
墳 長 124.8m 120.6m 
総 長 200.6m 197m 
後円部径 76m 71.1m 
くびれ幅 40.4m 34.5m 
前方部幅 65m 82.5m 
後円部高 12.5m 10.9m 
くびれ高 8.9m 5.4m 
前方部高 10.2m 7.9m 
埋葬施設 未確認 未確認 
築成形態 前方部 2 段 

後円部 3 段 
前方部 2 段 
後円部 2 段 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        ※本事業は、栃木県「わがまち未来創造事業」の補助を受け実施しています。 
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しもつけ古墳群復元 CG 


	④しもつけ古墳群�
	Table 1

	空白ページ
	④しもつけ古墳群�
	Table 1




